
肉
鍵
　
　
蓄紹

介

働
國
史
叢
説

反
學
博
士
　
入
代
　
全
治
藩

　
本
書
は
故
八
代
博
士
の
幾
多
の
慧
稿
中
、
主
要
な
る
も
の
廿
三

編
を
牧
め
た
も
の
で
あ
る
。
博
士
は
鎌
倉
南
北
覇
時
代
の
史
實
、
殊

に
蕪
園
制
度
の
研
究
に
カ
を
監
さ
れ
，
其
端
書
論
文
が
蘂
界
に
神

盆
す
る
所
極
め
て
多
か
っ
た
の
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
今
圃
そ

れ
等
の
造
稿
を
整
理
し
叫
書
に
纏
め
て
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
事

は
極
め
て
便
利
且
つ
有
爵
な
事
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
に
牧

め
ら
れ
た
諸
事
の
多
く
は
饒
に
博
士
の
生
前
世
に
公
に
さ
れ
て
定

詳
が
あ
る
か
ら
こ
蕊
に
は
其
紹
介
を
略
す
る
が
、
巻
首
に
載
せ
ら

れ
た
「
長
講
堂
領
の
研
究
」
は
博
士
の
最
も
心
血
を
灘
が
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
爾
言
立
立
問
題
に
就
き
從
來
の
講
説
の
誤
謬
を
正
し

事
實
の
眞
相
を
明
に
さ
れ
た
黙
が
少
く
な
い
。
就
中
此
経
濟
的
勢

力
を
墓
礎
ε
し
て
爾
統
の
迭
立
を
可
能
性
の
も
の
ミ
し
た
こ
ミ
か

ら
，
當
時
政
治
の
實
穣
は
關
東
に
移
り
、
皇
室
は
虚
位
を
擁
す
る

に
過
ぎ
な
い
も
の
S
思
は
れ
て
る
た
け
れ
叩
こ
も
、
皇
儲
は
猫
ほ
幕

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

府
の
干
渉
を
受
け
る
事
な
し
に
掲
立
せ
る
財
源
を
有
し
、
大
な
る

纏
濟
的
勢
力
を
保
有
さ
れ
て
み
た
こ
ミ
を
力
読
し
、
此
事
を
知
ら

な
け
れ
ば
爾
統
迭
立
の
問
題
は
勿
論
、
建
武
中
興
も
南
北
朝
の
分

立
も
其
眞
相
を
明
に
す
る
事
は
出
來
な
い
ミ
蓮
べ
ら
れ
た
鮎
は
主

要
な
る
部
分
で
あ
っ
て
、
其
他
長
講
堂
の
起
原
を
明
に
し
、
同
堂

領
の
徳
領
を
精
細
に
考
究
さ
れ
た
鮎
な
さ
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
（
菊
版
五
扁
八
頁
、
東
京
吉
川
弘
文
館
獲
行
、
定
懐
不
詳
）

　
　
働
日
本
國
民
思
想
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
済
原
貞
雄
著

　
近
博
我
が
呼
集
思
想
の
論
議
せ
ら
る
・
に
當
り
て
古
町
如
何
な

る
嚢
蓬
憂
遷
を
聾
し
來
つ
た
か
を
糊
…
察
す
る
こ
ミ
は
、
我
が
文
化

史
研
究
の
上
に
寝
て
極
め
て
必
要
な
事
で
あ
り
、
最
も
有
意
義
の

事
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
種
々
の
困
難
が
伴
っ
て
居
っ
て
、
從
來

比
較
的
等
閑
に
附
せ
ら
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
著
者
は

夙
に
此
方
菰
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
種
々
の
洋
書
論
文
を
公
に
せ

ら
れ
た
が
、
今
夫
等
の
論
著
及
び
汎
ね
く
諸
盛
者
の
研
究
の
成
果

を
直
配
し
て
此
の
書
を
著
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
全
編
を
固
有
信

柳
並
に
思
想
、
大
陸
思
想
の
輪
入
、
大
化
改
新
、
大
化
以
後
奈
良

　
　
　
　
　
　
　
　
第
闇
閏
號
　
　
　
予
コ
了
ん
　
（
山
ハ
ニ
九
）



　
　
　
第
＋
塗
　
紹
　
海

面
時
代
に
至
る
思
想
界
、
卒
安
朝
初
期
、
醸
原
酵
代
、
卒
安
薬
舗

期
、
鎌
倉
時
代
、
文
教
重
爆
期
の
思
想
信
仰
、
徳
川
時
代
、
の
十

章
に
大
別
し
，
更
に
細
節
に
分
っ
て
大
古
よ
⇔
徳
川
時
代
に
至
る

ま
で
の
領
民
思
想
の
畿
達
攣
遷
を
述
べ
て
あ
る
。
思
想
史
ミ
い
へ

ば
其
の
取
扱
は
る
べ
き
霊
園
は
極
め
て
廣
汎
で
且
つ
襖
艦
な
も
の

で
あ
る
が
、
是
れ
だ
け
纏
め
ら
れ
た
著
者
の
努
力
は
多
ミ
す
べ
き

で
あ
っ
て
、
宗
教
、
思
想
方
面
の
研
究
者
に
は
稗
盆
す
る
所
が
少
く

な
か
ら
う
。
唯
だ
極
め
て
些
細
な
事
で
あ
る
が
三
四
〇
頁
の
蓬
、

親
灘
の
事
を
論
か
れ
て
る
る
所
は
一
般
の
論
に
從
は
れ
て
居
る
が

そ
れ
に
し
て
も
親
鶯
の
廟
所
に
魏
山
天
皇
が
久
逡
實
成
阿
彌
陀
本

願
寺
の
號
を
賜
は
つ
た
ε
い
ふ
事
ま
で
其
儘
取
入
れ
ら
れ
る
の
は

さ
う
か
・
こ
思
ふ
。
（
製
版
七
二
七
頁
、
費
文
鱗
襲
行
．
下
五
、
五
〇
）

　
　
⑭
梁
川
翠
緑
筋
附
紅
蘭
女
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
信
著

　
梁
川
星
巌
は
幕
末
國
家
多
事
の
際
に
出
で
、
陽
に
は
詞
章
を
玩

び
陰
に
は
愈
王
撰
夷
の
急
先
鋒
、
こ
な
っ
て
國
民
を
鼓
舞
指
導
し
た

稀
世
の
言
入
で
あ
る
が
、
其
の
一
代
の
事
蹟
を
悶
明
し
た
書
籍
は

未
だ
世
に
存
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
成
童
に
當
っ
て
學

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
山
口
一
二
〇
）

風
を
翁
の
流
に
汲
み
、
少
時
よ
り
屡
翁
の
塔
蹟
を
聞
き
、
叉
其
逡

薯
を
談
ん
で
翁
の
風
格
を
景
慕
す
る
こ
ミ
が
深
か
っ
た
か
ら
如
繕

に
も
し
て
翁
の
懸
れ
た
る
事
蹟
を
世
に
傳
へ
た
く
思
ひ
諸
方
を
歴

訪
し
て
普
ね
く
翁
に
驕
す
る
資
料
を
抄
録
蒐
集
し
、
苦
心
十
飴
年

に
し
て
藪
に
本
書
を
完
成
す
る
に
至
っ
た
ε
い
ふ
こ
ざ
で
あ
る
。

恩
情
を
繕
讃
す
る
に
全
艦
を
前
後
飾
編
に
分
ち
、
前
編
を
緒
雷
、

家
糸
、
少
駄
時
代
、
西
遊
時
代
、
流
寓
時
代
、
江
戸
時
代
、
京
都

時
代
の
七
章
に
、
後
編
を
掌
篇
、
詞
藻
、
佛
歎
論
、
儒
學
説
、
爲

入
，
紅
蘭
女
史
の
才
藻
、
逸
話
、
塩
入
の
指
導
、
身
後
の
鶴
榮
、

結
語
の
十
章
に
分
ち
、
更
に
之
を
細
別
し
て
詳
細
に
翁
及
び
女
史

の
事
蹟
を
記
罪
し
て
あ
っ
て
，
之
に
よ
り
當
時
の
志
士
の
交
遊
歌

態
を
知
り
得
る
ミ
共
に
翁
の
畢
生
の
本
二
心
が
那
邊
に
あ
っ
た
か
を

明
か
に
す
る
こ
ミ
が
型
置
る
。
殊
に
佛
群
論
，
儒
學
説
の
爾
章
に

湿
て
は
翁
の
爾
者
に
封
ず
る
懐
抱
を
鮮
明
な
ら
し
め
て
あ
っ
て
、

動
も
す
れ
ば
佛
教
を
異
端
邪
論
説
し
た
無
論
の
儒
肇
者
間
に
も
翁

の
如
き
単
識
者
が
有
っ
て
深
く
佛
敏
を
究
め
て
宇
宙
の
藪
理
を
観

得
し
、
儒
佛
の
間
に
も
相
辞
す
る
所
が
あ
る
事
を
読
い
た
の
は
注

意
す
べ
き
事
で
あ
っ
て
、
本
書
は
蕾
に
文
學
方
面
及
び
幕
末
史
の



O

研
究
者
ば
か
り
で
な
く
，
宗
敏
、
思
想
方
面
の
研
究
者
に
S
つ
て

も
亦
一
嘗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
ミ
思
ふ
。
（
菊
版
七
三

九
頁
、
破
阜
市
梁
川
星
巖
警
備
徳
顯
彰
會
勤
行
、
贋
五
・
○
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
雄
作

　
　
⑳
日
本
一
盗
吏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
森
“
彦
次

　
本
書
は
現
今
世
に
傳
は
つ
て
居
る
本
邦
の
陶
幾
器
を
、
一
々
現

品
に
當
っ
て
其
の
特
色
を
明
か
に
し
、
傍
ら
之
を
文
献
に
徴
し
て

系
統
的
に
鑑
賞
を
試
み
た
も
の
で
，
考
古
墨
の
範
園
に
属
す
る
も

　
　
　
む

の
過
ち
太
古
か
ら
其
の
制
が
有
っ
た
ε
樗
せ
ら
れ
る
齋
甕
或
は
古

墳
等
よ
り
小
見
さ
れ
る
土
器
陶
器
の
類
に
就
て
は
之
を
其
方
面
の

研
究
に
委
ね
，
專
ら
痴
愚
の
法
が
下
愚
に
傳
へ
ら
れ
て
よ
り
後
に

出
來
た
陶
蓋
器
の
こ
隔
こ
に
就
い
て
蓮
べ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

本
書
の
特
色
S
す
る
所
は
、
其
の
記
蓮
を
磁
北
試
み
ら
れ
て
居
る

如
き
陶
窯
國
分
け
の
法
に
慮
ら
す
し
て
、
隠
撮
器
畿
蓬
の
蓮
に
從

っ
て
系
続
的
に
考
究
し
や
う
言
試
み
た
鮎
で
あ
る
。
本
論
を
九
鼎

に
分
ち
、
第
一
編
を
瀬
戸
焼
、
古
瀬
戸
風
忘
志
野
織
部
風
ご
の
毒

魚
、
等
に
、
第
一
一
編
を
備
蘭
焼
野
名
伊
部
焼
「
こ
備
前
財
部
麓
風
の

陶
器
ざ
、
信
隣
県
ミ
夢
解
燈
風
の
陶
器
噌
こ
、
等
に
、
第
三
編
を
唐

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

津
焼
、
現
川
焼
、
等
に
、
第
四
編
を
斑
焼
、
本
阿
欝
欝
娩
ミ
室
中

遮
光
爾
ミ
、
等
に
、
第
五
編
を
京
焼
ミ
野
々
村
仁
清
ミ
，
粟
田
焼

の
名
家
等
に
、
第
六
編
を
萬
古
語
、
萬
古
焼
風
の
陶
器
、
第
七
編

を
奨
群
瑞
五
良
大
夫
、
撰
萬
里
焼
、
等
に
、
第
八
編
を
九
谷
焼
、

湖
東
焼
、
第
九
編
を
陶
製
人
形
の
名
工
，
古
陶
義
器
模
造
の
妙
手

に
分
ち
、
更
に
是
等
を
細
目
に
分
っ
て
冬
焼
の
起
原
、
特
色
，
名

家
等
に
就
い
て
詳
蓮
し
て
あ
る
。
其
、
中
、
第
一
瀬
戸
焼
の
編
に
於

て
、
茶
入
の
銘
及
び
窯
分
け
の
事
を
蓮
べ
て
あ
る
の
は
、
名
物
茶

入
を
見
、
且
つ
其
の
眞
償
を
知
る
上
に
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
書

中
の
所
々
に
は
茶
入
、
水
指
等
の
挿
謎
十
二
葉
を
牧
め
て
あ
る
。

（
菊
版
五
二
五
頁
、
雄
由
閣
難
行
、
償
五
・
二
〇
）

　
　
劔
湖
東
焼
之
研
究
　
　
　
　
　
　
北
村
壽
四
郎
著

　
湖
東
焼
は
徳
川
晴
代
の
末
期
に
彦
根
城
下
に
惟
て
開
窯
さ
れ
た

品
質
繊
る
優
秀
で
唄
種
の
特
色
を
有
し
て
居
っ
た
焼
物
で
あ
る

が
、
後
蓮
境
に
隔
り
、
終
に
明
治
の
中
年
に
慶
減
に
亡
し
た
の
で

あ
る
σ
薯
者
は
斯
る
名
器
の
漕
革
顛
末
が
歳
月
を
経
る
に
從
ひ
愈

不
明
ε
な
る
を
慧
憾
ミ
し
、
漣
き
に
彦
根
藩
細
三
方
の
書
類
を
捜

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
一
　
（
六
一
二
一
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
　
介

り
、
叉
當
時
の
癒
老
等
に
質
し
て
「
、
湖
東
陶
志
」
を
編
纂
し
、
其
後

猫
ほ
熱
心
な
る
調
査
を
総
綾
す
る
こ
馬
こ
廷
留
年
に
し
て
此
度
そ
れ

等
の
三
蹟
を
纏
め
て
獲
表
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
内
容

は
二
塁
、
民
窯
湖
東
焼
（
絹
屋
窯
）
、
藩
窯
湖
東
焼
、
民
窯
湖
東
焼

（
山
口
窯
）
り
包
焼
、
民
窯
湖
東
土
焼
，
民
業
赤
総
湖
東
焼
、
蒲
…
窯

三
山
湖
東
焼
，
民
窯
園
田
湖
東
焼
，
民
話
長
濱
湖
東
焼
、
湖
東
焼

職
入
の
京
都
に
於
て
の
活
動
の
十
一
章
に
年
表
及
び
索
引
を
附
し

菅
四
葉
の
挿
圖
を
添
へ
て
あ
る
。
中
に
も
藩
窯
湖
東
嶢
の
章
は
本

書
の
主
要
な
る
部
分
で
、
井
伊
直
亮
が
湖
東
焼
の
優
秀
な
も
の
を

作
っ
て
立
派
な
國
産
を
興
さ
う
ε
の
趣
旨
か
ら
、
民
窯
を
藩
蕪
ぐ
」

し
て
以
來
、
代
々
の
藩
主
が
経
螢
の
困
難
な
る
に
も
拘
は
ら
す
濁

し
て
野
鶴
政
治
家
ざ
し
て
有
名
な
直
弼
が
苦
心
惨
野
漆
國
産
に
劣

ら
ぬ
も
の
に
し
や
う
ミ
努
力
し
た
こ
ミ
よ
り
、
逡
に
藩
窯
を
慶
圧

す
る
に
至
る
ま
で
の
駄
況
を
叙
蓮
し
て
あ
っ
て
賜
る
興
趣
を
惹
く

其
他
の
多
智
も
藩
窯
ε
な
っ
た
前
後
の
事
を
蓮
べ
て
あ
っ
て
、
蕾

に
鑑
賞
家
蒐
集
家
若
し
く
は
製
陶
家
の
参
考
ミ
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
我
國
の
藝
術
奥
産
業
史
の
研
究
者
に
ミ
つ
て
も
亦
好
個
の
薄

霞
ミ
な
る
も
の
で
あ
り
猶
ほ
直
弼
の
趣
味
の
孕
面
を
窺
ふ
こ
ε
も

　
　
　
　
　
　
　
　
第
鰻
號
　
　
一
四
二

出
馨
る
も
の
で
あ
る
。
（
菊
版
三
九
四
頁
、

擾
・
曹
早
行
、
便
六
・
○
○
）
〔
…
以
上
松
漏
野
望

轡
郷
士
制
度
の
研
究

（山

nー

j
ニ
）

湖
東
焼
の
研
究
出
版
後

小
野
　
武
夫
著

　
我
國
に
於
け
る
農
政
の
澹
革
が
兵
制
ε
相
象
る
慮
は
甚
だ
遽
く

旦
甚
だ
深
く
、
時
に
は
兵
制
蔀
ち
農
制
で
あ
る
や
う
に
槻
え
た
。

徳
川
時
代
に
至
っ
て
は
、
所
謂
郷
士
は
分
布
匿
域
を
局
限
さ
れ
た

け
れ
曹
も
。
近
世
肚
會
史
及
び
経
理
史
上
に
於
て
は
可
な
り
重
要

な
役
目
を
帯
び
て
一
方
に
於
て
は
武
士
ε
し
て
待
遇
を
受
く
る
S

共
に
他
方
に
起
て
は
地
圭
ミ
し
て
の
経
濟
生
活
を
螢
み
以
て
郷
村

の
中
心
ミ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
Q
本
書
は
そ
の
郷
士
に
蘭
す
る
制

度
を
研
究
せ
ん
S
し
、
主
ミ
し
て
徳
川
時
代
に
於
け
る
郷
士
の
本

質
を
明
か
に
し
、
此
制
度
が
維
新
ミ
共
に
幻
滅
し
た
事
情
及
び
其

後
に
於
け
る
彼
等
の
生
活
の
一
斑
を
叙
し
且
つ
現
代
就
會
に
及
ぼ

し
た
影
響
を
見
や
う
ミ
す
る
の
で
あ
る
け
れ
さ
も
、
郷
士
制
度
の

前
身
で
あ
っ
た
兵
農
繍
途
及
び
て
そ
れ
が
分
離
す
る
に
至
る
推
移

を
も
知
ら
ん
ミ
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
第
一
章
を
序
論
ε
し
、

そ
の
中
に
於
て
荘
園
難
度
ミ
武
士
の
登
生
、
庄
園
の
崩
壌
ε
兵
農


